
 

 

平成 15年 3月 14日 
各  位 

平成 15年 3月期第 3四半期連結業績状況 
 
 
 

上場会社名 日 本 風 力 開 発 株 式 会 社 
 (コード番号 2766 東証マザーズ) 
本店所在地 東京都港区西新橋一丁目 6 番 14 号 

相 馬 西 新 橋 ビ ル 3 F 
問 合 せ 先 東京都港区西新橋一丁目 6 番 14 号 

相 馬 西 新 橋 ビ ル 3 F 
 専務取締役 管理部長 大内 勝樹 
  T E L  0 3 － 3 5 1 9 － 7 2 5 0 

 
１．業  績 
(1) 平成 15 年３月期第３四半期の連結業績（平成 14 年４月１日～平成 14年 12 月 31 日） 

（百万円未満切捨） 
14年３月期
第３四半期
(前年同期）

15年３月期
第３四半期
(当四半期）

対前年
増減率

前期(通期)

百万円 百万円 ％ 百万円

売 上 高 － 1,066 － 1,272

営 業 利 益 － △ 215 － △ 6

経 常 利 益 － △ 259 － △ 2

四半期(当期)純利益 － △ 252 － △ 13

総 資 産 － 1,833 － 2,105

株 主 資 本 － 615 － 862  
 
(2) 品目別売上高  

（百万円未満切捨） 

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
百万円 ％ 百万円 ％ ％ 百万円 ％

風力発電機の販売 － － 997 93.5 － 1,194 93.9%

風 力 に よ る 売 電 － － 67 6.3 － 71 5.6%

業 務 受 託 等 － － 1 0.2 － 6 0.5%

合 計 － － 1,066 100.0 － 1,272 100.0%

平成14年３月期
第３四半期

平成15年３月期
第３四半期

前期（通期）対前年
増減率

 
 



 

 

 
(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

（百万円未満切捨） 

百万円 百万円 百万円
営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

　　　－ 74 △ 262

投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

　　　－ △ 319 △ 406

財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー

　　　－ 334 825

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
第 3 四 半 期 末 ( 期 末 ) 残 高

　　　－ 274 184

平成14年３月期
第３四半期

平成15年３月期
第３四半期

前期（通期）

 
(注) 1． 前年同四半期については四半期決算を行っていないため記載を省略しております。 
 



 

 

 
２．業績の概況（平成 14年 4月 1日～平成 14年 12月 31日） 
 
 (１)当第３四半期の概況 
当第 3 四半期連結会計期間における当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用
会社）は、前連結会計年度に引き続き、風力発電機（1,500ｋWタイプ）の販売、風力発
電による売電収入、及び積極的なウィンドファームの開発を行いました。 
風力発電機の販売においては、北九州響灘地区へ 2 基、その他個別案件として 5 基、
計 7基へ販売いたしました。 
売電収入においては、本邦内は昨年度より運転開始した銚子屏風ヶ浦風力開発㈱によ

る売電収入、海外においては JWD Till-moyland Windpark GmbH、JWD Rees 
Windpark GmbHの 2社による売電収入が計上されました。 
又、ウィンドファームの開発においては、青森県六ヶ所村地区、及び千葉県銚子地区

の開発に特に注力いたしました。本２案件については、当第３四半期連結会計期間にお

ける連結上収益の貢献はありませんでしたが、ウィンドファームの開発は予定通り進捗

しております。 
以上の結果、当第 3 四半期連結会計期間の業績は、売上高 1,066,894 千円、営業損失

215,856千円、経常損失 259,886千円、当第 3四半期純損失 252,239千円となりました。 
なお、当社グループの売上高は、通常の営業形態として、下半期(特に第 4四半期)に風
力発電機の販売が集中するため、連結会計年度の上半期と下半期の売上高との間に著し

い相違があり、上半期と下半期の業績に季節的変動があります。 
 
当社グループの所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。なお、当社グル

ープの事業は風力発電事業という単一セグメントを構成していると認識しており、事業

の種類別セグメント情報は作成しておりません。 
 
①日本 
 風力発電機７基（1,500ｋWタイプ）の売上、及び連結子会社である銚子屏風ヶ浦風
力開発㈱での売電収入により、売上高 1,025,431 千円、営業損失 214,781 千円となり
ました。 
 
②欧州 
 JWD Till-moyland Windpark GmbH、及び JWD Rees Windpark GmbHの売電
収入により、売上高 41,463千円、営業損失 1,074千円となりました。 

 
 
（２）キャッシュ・フローの概況 
   当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前期末に比べ 90,972千
円増加し、274,991千円となりました。当第３四半期連結会計期間のキャッシュ・フロー
の概要は次のとおりです。 

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
   営業活動の結果得られた資金は、74,611 千円となりました。主な要因は、前期末経常
されていた売掛金、未収入金の回収、及び在庫の販売によるものであります。 

 
  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 
   投資活動の結果使用した資金は、319,507千円となりました。これは主に六ヶ所村風力
開発㈱における風力発電所建設に係る建設仮勘定の増加によるものであります。 

 
  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 
   財務活動の結果得られた資金は、334,684千円となりました。これは主に銀行からの借
入れを行ったことによるものであります。 

 



 

 

 
３．当期の見通し（平成 14年 4月 1日～平成 15年 3月 31日） 

 
平成 15年３月期の連結業績予想（平成 14年４月１日～平成 15年３月 31日） 

 
   当連結会計年度においては、風力発電機（1,500kW タイプ）の販売が 28 基予定され
ております。その他に、当社連結子会社である銚子屏風ヶ浦風力開発㈱、JWD 
Till-moyland Windpark GmbH、および JWD Rees Windpark GmbHの売電収入
が予定されております。以上の結果、当連結会計年度の業績予想は下記の通りでありま

す。 
 

 (百万円未満切捨) 
 売上高 経常利益 当期純利益 
 
通期(連結) 

百万円 
3,972 

百万円 
188 

百万円 
120 

 
 
尚、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社において判断し

たものであります。予想には様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの

予想数値と異なる場合があります。 



 

 

４．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 
     

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末 
 

（平成14年12月31日現在） 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
（平成14年３月31日現在） 

期  別 
 
 
 
科  目 金 額 構成比 金 額 構成比

（資産の部）  ％  ％

Ⅰ 流動資産   

１．現金及び預金  274,991 184,019 

２．受取手形及び売掛金 ※1 82,761 605,128 

３．たな卸資産  78,310 241,116 

４．前渡金  23,638 － 

５．その他  58,020 80,575 

 流動資産合計  517,723 28.2 1,110,839 52.8

Ⅱ 固定資産   

(1)有形固定資産   

１．建物及び構築物 ※1 7,915 8,901  

減価償却累計額  675 7,239 285 8,615 

２．機械装置及び運搬具 ※1 852,484 858,095  

減価償却累計額  81,397 771,087 39,122 818,972 

３．工具、器具及び備品 ※1 6,839 6,639  

減価償却累計額  4,695 2,144 3,172 3,467 

４．建設仮勘定  403,298 99,084 

有形固定資産合計  1,183,769 64.6 930,140 44.2

(2）無形固定資産  198 0.0 233 0.0

(3）投資その他の資産   

１．投資有価証券  39,915 29,605 

２．その他  92,328 34,279 

投資その他の資産合計  132,243 7.2 63,885 3.0

 固定資産合計  1,316,211 71.8 994,258 47.2

 資産合計  1,833,934 100.0 2,105,097 100.0

 



 

 

     （単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末 
 

（平成14年12月31日現在） 

前連結会計年度 
要約連結貸借対照表 
（平成14年３月31日現在） 

期  別 
 
 
 
科  目 金 額 構成比 金 額 構成比

 （負債の部）  ％  ％

Ⅰ 流動負債   

１． 支払手形及び買掛金  21,198  104,366

２． 短期借入金 ※1 483,334  295,000

３． １年以内返済予定長期借入金 ※1 86,591  6,261

４． 未払法人税等  3,886  1,112

５． 前受金  25,800  －

６． その他  23,384  349,089

 流動負債合計  644,195 35.1  755,829 35.9

Ⅱ 固定負債   

１． 社債  20,000  20,000

２． 長期借入金 ※1 467,383  373,483

 固定負債合計  487,383 26.6  393,483 18.7

 負債合計  1,131,578 61.7  1,149,312 54.6

    

 （少数株主持分）   

 少数株主持分  87,078 4.8  93,779 4.5

    

 （資本の部）   

Ⅰ 資本金  － －  613,350 29.1

Ⅱ 資本準備金  － －  363,750 17.3

Ⅲ 欠損金  － －  123,597 △5.9

Ⅳ 為替換算調整勘定  － －  8,502 0.4

 資本合計  － －  862,005 40.9

 （資本の部）   

Ⅰ 資本金  614,700 33.5  － －

Ⅱ 資本剰余金  363,750 19.8  － －

Ⅲ 利益剰余金  △375,836 △20.5  － －

Ⅳ 為替換算調整勘定  12,663 0.7  － －

 資本合計  615,277 33.5  － －

 負債、少数株主持分及び資本合計  1,833,934 100.0  2,105,097 100.0

 
 



 

 

(2) 四半期連結損益計算書 
 

    
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間 
 

(自 平成14年４月１日 
  至 平成14年12月31日) 

前連結会計年度 
要約連結損益計算書 
(自 平成13年４月１日 
  至 平成14年３月31日) 

期  別 
 
 
 
 
科  目 金 額 百分比 金 額 百分比

   ％  ％

Ⅰ 売上高  1,066,894 100.0  1,272,903 100.0

Ⅱ 売上原価  922,418 86.4  1,043,672 82.0

 売上総利益  144,475 13.6  229,230 18.0

Ⅲ 販売費及び一般管理費 ※1 360,331 33.8  235,747 18.5

 営業損失  215,856 △20.2  6,516 △0.5

Ⅳ 営業外収益   

１． 受取利息  3,401 1,854 

２． 雑収入  3,773 7,175 0.7 64,210 66,065 5.2

Ⅴ 営業外費用   

１． 支払利息  32,100 30,336 

２． 持分法による投資損失  3,769 － 

３． 為替差損  936 － 

４． 株式公開関連費用  13,570 － 

５． 雑損失  829 51,206 4.8 31,960 62,296 4.9

 経常損失  259,886 △24.3  2,748 △0.2

Ⅵ 特別利益   

１． 持分変動損益 ※2 78 583 

２． その他  － 78 0.0 1,485 2,068 0.2

Ⅶ 特別損失   

１． プロジェクト整理損失  2,237 － 

２． その他 ※3 － 2,237 0.2 11,222 11,222 0.9

 税金等調整前第３四半期(当期)純損失  262,045 △24.5  11,901 △0.9

 法人税、住民税及び事業税  1,317 3,552 

 法人税等調整額  － 1,317 0.1 － 3,552 0.3

 少数株主損失  11,123 1.0  2,378 0.2

 第３四半期（当期）純損失  252,239 △23.6  13,076 △1.0

     



 

 

(3) 四半期連結剰余金計算書    
（単位：千円）

期  別 
 
 
科  目 

当第３四半期連結会計期間 
 

(自 平成14年４月１日 
  至 平成14年12月31日) 

前連結会計年度の 
連結剰余金計算書 
(自 平成13年４月１日 
  至 平成14年３月31日) 

Ⅰ 欠損金期首残高   －  110,742 

Ⅱ 欠損金減少高      

１． 持分法適用会社除外による欠損金減少高  － － 221 221 

Ⅲ 当期純損失   －  13,076 

Ⅳ 欠損金期末残高   －  123,597 

       

 （資本剰余金の部）      

Ⅰ 資本剰余金期首残高   363,750  － 

Ⅱ 資本剰余金第３四半期末残高   363,750  － 

       

 （利益剰余金の部）      

Ⅰ 利益剰余金期首残高   △123,597  － 

Ⅱ 利益剰余金減少高      

１． 第３四半期純損失  252,239 252,239 － － 

Ⅲ 利益剰余金第３四半期末残高   △375,836  － 

 
 



 

 

(4) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間 
 

(自 平成14年４月１日 
  至 平成14年12月31日) 

前連結会計年度の 
要約連結キャッシュ・フロー計

算書 
(自 平成13年４月１日 
至 平成14年３月31日)

期  別 
 
 
 
科  目 金 額 金 額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前第３四半期(当期)純損失  △262,045 △11,901 

減価償却費  41,792 37,508 

受取利息及び受取配当金  △3,401 △1,854 

支払利息  32,100 30,336 

持分法による投資損益  3,769 △885 

持分変動損益  △78 △583 

投資有価証券売却損  － 10,000 

有形固定資産除却損  － 1,222 

売上債権の増減額(△は増加)  522,917 △327,480 

たな卸資産の増減額(△は増加)  162,805 △241,105 

前渡金の増減額(△は増加)  △23,638 207,283 

その他流動資産の増加額（△は増加） △27,056 △24,884 

前受金の増加額  25,170 － 

仕入債務の増減額(△は減少)  △82,964 75,643 

未払金の増減額(△は減少)  △293,409 3,667 

その他流動負債の増減額 6,800 9,615 

小計  102,760 △233,419 

利息及び配当金の受取額  550 1,451 

利息の支払額  △27,587 △30,462 

法人税等の支払額  △1,112 △382 

 営業活動によるキャッシュ・フロー  74,611 △262,813 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出  △259,439 △439,168 

投資有価証券の取得による支出  △14,000 △11,000 

貸付金の回収による収入  13,000 3,500 

貸付による支出 △47,500 － 

投資その他の資産の増減額(△は増加) △11,567 40,129 

 投資活動によるキャッシュ・フロー  △319,507 △406,539 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増加額  188,334 39,000 

長期借入れによる収入  145,000 228,623 

株式の発行による収入  1,350 525,000 

少数株主からの払込による収入  － 33,000 

 財務活動によるキャッシュ・フロー  334,684 825,623 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  1,184 2,092 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額  90,972 158,363 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  184,019 25,655 

Ⅶ 現金及び現金同等物の第３四半期末(期末)残高  274,991 184,019 

     

 



 

 

 
四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項  

期  別 
 
項  目 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年４月１日 
  至 平成14年12月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成13年４月１日 
  至 平成14年３月31日) 

１．連結の範囲に関する事項 連結子会社の数 ８社 

連結子会社名 

銚子屏風ヶ浦風力開発㈱ 

銚子小浜風力開発㈱ 

銚子風力開発㈱ 

六ヶ所村風力開発㈱ 

イオスサービス㈱ 

EOS Energy Limited． 

JWD Rees Windpark GmbH 

JWD Till-Moyland Windpark GmbH

上記のうち、銚子小浜風力開発㈱、

及び銚子風力開発㈱は、当第３四

半期連結会計期間において新たに

設立したため、連結の範囲に含め

ております。 

 

連結子会社の数 ６社 

連結子会社名 

銚子屏風ヶ浦風力開発㈱ 

六ヶ所村風力開発㈱ 

イオスサービス㈱ 

EOS Energy Limited． 

JWD Rees Windpark GmbH 

JWD Till-Moyland Windpark GmbH

六ヶ所村風力開発㈱、イオスサービ

ス ㈱ 、 及 び JWD Till-Moyland 

Windpark GmbHは、当連結会計年度よ

り新たに設立したことにより、連結

の範囲に含めることにしました。 

２．持分法の適用に関する事

項 

（1）持分法を適用した関連会社数 1社

   会社名 

北海道ｸﾘｰﾝｴﾅｼﾞｰﾌｧｸﾄﾘｰ㈱ 

 

 

 

 

（1）持分法を適用した関連会社数 1社

   会社名 

北海道ｸﾘｰﾝｴﾅｼﾞｰﾌｧｸﾄﾘｰ㈱ 

門前風力発電㈱は、当連結会計年度

において全株式を売却したことによ

り、持分法の適用の範囲から除外し

ております。 

 （2）持分法を適用していない関連会社

数 ２社 

   会社名 

㈱アイピーピー 

㈱エヌエスウインドパワーひびき

（持分法適用の範囲から除いた理

由） 

㈱アイピーピー及び㈱エヌエスウ

インドパワーひびきは、第３四半期

連結純損益及び利益剰余金等に与

える影響が軽微であり、かつ、全体

としても重要性がないため、持分法

の適用の範囲から除外しておりま

す。 

（2）持分法を適用していない関連会社

数 １社 

   会社名 

㈱アイピーピー 

（持分法適用の範囲から除いた理

由） 

㈱アイピーピーは、連結純損益及び

連結剰余金に与える影響が軽微で

あり、かつ、全体としても重要性が

ないため、持分法の適用の範囲から

除外しております。 

 



 

 

期  別
 
項  目 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年４月１日 
  至 平成14年12月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成13年４月１日 
  至 平成14年３月31日) 

３．連結子会社の四半期決算

日（決算日）等に関する

事項 

 

連結子会社の内、EOS Energy Limited．

の決算日は12月31日であります。 

当第３四半期連結財務諸表の作成に

当たっては、当第３四半期連結決算日

現在に実施した仮決算に基づく財務

諸表を使用しております。 

 

連結子会社の内、EOS Energy Limited．

の決算日は12月31日であります。 

なお、決算期変更により、 JWD 

Till-Moyland Windpark GmbH及びJWD 

Rees Windpark GmbHは、決算日が3月

31日となっております。 

連結財務諸表の作成に当たって、EOS 

Energy Limited．については、連結決

算日現在に実施した仮決算に基づく

財務諸表を使用しております。 

 

４．会計処理基準に関する事

項 

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法 

その他有価証券 

時価のないもの  

 移動平均法による原価法 

 

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法 

その他有価証券 

時価のないもの  

     同 左 

  

 ②たな卸資産の評価基準及び評価方

法 

貯蔵品 

最終仕入原価法による原価法 

商品 

  移動平均法による原価法 

未成工事支出金 

個別法による原価法 

 

②たな卸資産の評価基準及び評価方

法 

貯蔵品 

同 左 

商品 

同 左 

未成工事支出金 

同 左 

 

 



 

 

期  別 
 
項  目 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年４月１日 
  至 平成14年12月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成13年４月１日 
  至 平成14年３月31日) 

 （2） 重要な減価償却資産の減価償却の

方法 

   ①有形固定資産 

   定額法によっております。 

   なお、取得価額 10 万円以上 20 万円

未満の少額減価償却資産について

は、3年間均等償却によっておりま

す。 

なお、主な耐用年数は次のとおりで

あります。 

建物及び構築物   

機械装置及び運搬具 

10～15 年

4～22 年

  

（2） 重要な減価償却資産の減価償却の

方法 

①有形固定資産 

    同 左 

 

 

 ②無形固定資産 

   定額法によっております。 

   ただし、ソフトウェア（自社利用分）

については、社内における利用可能

期間（5年）に基づく定額法 

 

②無形固定資産 

    同 左 

 

 

 ③長期前払費用 

   均等償却によっております。 

 

③長期前払費用 

    同 左 

 （3)重要な引当金の計上基準 

   貸倒引当金 

売上債権、貸付金等の貸倒損失

に備えるため、当社及び連結子

会社は、一般債権については貸

倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別

に回収可能性を勘案し、回収不

能見込額を計上しております。 

 

（3）重要な引当金の計上基準 

  貸倒引当金 

   同  左 

 

 

 （4）重要なリース取引の処理方法 

当社及び連結子会社は、リース

物件の所有権が借主に移転する

と認められるもの以外のファイ

ナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりま

す。 

 

（4）重要なリース取引の処理方法 

 

－ 



 

 

期  別
 
項  目 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年４月１日 
  至 平成14年12月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成13年４月１日 
  至 平成14年３月31日) 

 （5）重要なヘッジ会計の方法 

①ヘッジ会計の方法 

繰延ヘッジ処理によっており

ます。 

為替変動リスクのヘッジにつ

いては振当処理を採用してお

ります。 

 

  ②ヘッジ手段とヘッジ対象 

   ヘッジ手段・・・為替予約 

   ヘッジ対象・・・外貨建ての輸

入予定取引 

 

  ③ヘッジ方針 

外貨建ての輸入予定取引の為

替変動リスクをヘッジするた

めに、為替予約を利用すること

とし、ヘッジ手段である為替予

約は、ヘッジ対象である外貨建

ての輸入予定取引の範囲内で

行なうこととしております。 

 

  ④ヘッジ有効性評価の方法 

 ヘッジ手段がヘッジ対象で

ある予定取引の重要な条件

とほぼ同一であり、ヘッジ開

始時、及びその後も継続して

相場変動を完全に相殺する

ものであると想定できるた

め、ヘッジの有効性の判定を

省略しております。 
 

（5）重要なヘッジ会計の方法 

①ヘッジ会計の方法 

   同  左 

 

 

 

   

 

②ヘッジ手段とヘッジ対象 

   同  左 

 

 

 

  ③ヘッジ方針 

   同  左 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ④ヘッジ有効性評価の方法 

同  左 

 

 

 

 

 （6） その他四半期連結財務諸表作成の

ための重要な事項 

消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理

は、税抜方式によっております。

 

（6） その他連結財務諸表作成のための

重要な事項 

消費税等の会計処理 

同  左 

 

 



 

 

期  別 
 
項  目 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年４月１日 
  至 平成14年12月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成13年４月１日 
  至 平成14年３月31日) 

５．四半期連結キャッシュ・

フロー計算書（連結キャ

ッシュ・フロー計算書）

における資金の範囲 

手許現金、随時引き出し可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ、価値の変

動について僅少なリスクしか負わない取

得日から３ヶ月以内に償還期限の到来す

る短期投資からなっております。 

 

同  左 

 

 

 

 

 

  

追加情報  

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年４月１日 
  至 平成14年12月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成13年４月１日 
  至 平成14年３月31日) 

 （連結貸借対照表関係） 

前連結会計年度までは全額費用処理しておりました風力

発電施設開発に係る風況調査費、人件費等につきまして、

当連結会計年度から、風力発電事業会社にも負担しても

らうというビジネスモデルの見直しを行いました。この

結果、当連結会計年度末のたな卸資産に70,371千円を計

上しております。 

（自己株式及び法定準備金取崩等会計） 

 当中間連結会計期間から「自己株式及び法定準備金の

取崩等に関する会計基準」（企業会計基準第１号）を適

用しております。これによる当第３四半期連結会計期間

の損益に与える影響はありません。 

 なお、中間連結財務諸表規則の改正により、当第３四

半期連結貸借対照表の資本の部及び当第３四半期連結剰

余金計算書については、改正後の中間連結財務諸表規則

により作成しております。 

－ 

 



 

 

注記事項 
（四半期連結貸借対照表関係）  

当第３四半期連結会計期間末 
（平成14年12月31日現在） 

前連結会計年度 
（平成14年３月31日現在） 

※1 担保に供している資産 

建物及び構築物          6,094千円 

機械装置及び運搬具  751,811千円 

工具、器具及び備品       448千円 

上記物件は、１年以内返済予定長期借入金

86,591千円、長期借入金467,383千円の担保に供し

ております。 

 

※1 担保に供している資産 

受取手形 200,000千円 

上記物件は、短期借入金200,000千円の担保に

供しております。 

機械装置及び運搬具  466,999千円 

上記物件は、１年以内返済予定長期借入金

6,261千円、長期借入金373,483千円の担保に供

しております。 

 

  

 
（四半期連結損益計算書関係）  

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年４月１日 
  至 平成14年12月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成13年４月１日 
  至 平成14年３月31日) 

※1 販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び

金額は次のとおりであります。 

  役員報酬  37,650千円 

  従業員給与 78,155千円 

  業務委託費 37,235千円 

  減価償却費 41,792千円 

 

※1 販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

は次のとおりであります。 

  役員報酬  25,800千円 

  従業員給与 25,313千円 

  業務委託費 29,623千円 

  減価償却費 37,508千円 

※2 当第３四半期連結会計期間において、関連会社

である北海道クリーンエナジーファクトリー㈱

が、第三者割当増資の実施を行ったことにより、

持分変動損益が78千円発生しております。 

 

※2 当連結会計年度において、連結子会社である銚子

屏風ヶ浦風力開発㈱が、第三者割当増資の実施を行

ったことにより、持分変動損益が583千円発生してお

ります。 

※3 特別損失その他の内訳 

 プロジェクト整理損失  2,237千円 

 

※3 特別損失その他の内訳 

 投資有価証券売却損  10,000千円 

固定資産除却損     1,222千円 

 

固定資産除却損は、車輌の除却損であります。 

 

 
 



 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）  

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年４月１日 
  至 平成14年12月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成13年４月１日 
  至 平成14年３月31日) 

現金及び現金同等物の第３四半期末残高と四半期

連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係 

       （平成14年12月31日現在） 

  現金及び預金勘定  274,991千円 

  現金及び現金同等物 274,991千円 

 

 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係 

   

     （平成14年3月31日現在） 

  現金及び預金勘定  184,019千円 

  現金及び現金同等物 184,019千円 

 
 



 

 

（リース取引関係）     

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年４月１日 
  至 平成14年12月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成13年４月１日 
  至 平成14年３月31日) 

１．リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引 

１．リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引 

(1)リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当

額及び第３四半期末残高相当額 

 

－ 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 

(2)未経過リース料第３四半期末残高相当額  

１年内 1,863千円  

１年超 2,802千円  

合計 4,666千円  

(3)支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当

額 

 

支払リース料 1,197千円  

減価償却費相当額 1,110千円  

支払利息相当額 151千円  

(4)減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とす

る定額法によっております。 

 

 

(5)利息相当額の算定方法 

リース料総額とリース物件の取得価額相当額と

の差額を利息相当額とし、各期への配分方法につ

いては、利息法によっております。 

 

  

 
 

 取得価額
相 当 額

減価償却 
累 計 額 
相 当 額 

第 3 四 半
期末残高
相 当 額

 千円 千円 千円

工具、器具及
び備品 4,704 914 3,789

その他 1,007 195 811

合計 5,711 1,110 4,601

 



 

 

（有価証券関係） 

 

当第３四半期連結会計期間末（平成 14 年 12 月 31 日現在）   

 

時価評価されていない主な有価証券の内容 
（単位：千円）

 四半期連結貸借対照表計上額 

その他有価証券  

非上場株式（店頭売買株式を除く） 39,915 

 

 

 

 

前連結会計年度末（平成 14 年３月 31 日現在） 

 

 

時価評価されていない主な有価証券の内容 
（単位：千円）

 連結貸借対照表計上額 

その他有価証券  

非上場株式（店頭売買株式を除く） 29,605 

 

 
 



 

 

（デリバティブ取引関係） 

当第３四半期連結会計期間（平成 14 年 12 月 31 日現在） 

 

該当事項はありません。 

なお、為替予約取引を行っておりますが、当第３四半期末残高はありません。 

 

前連結会計年度末（平成 14 年３月 31 日現在） 

 

該当事項はありません。 

なお、為替予約取引を行っておりますが、期末残高はありません。 

 



 

 

（セグメント情報） 

１．事業の種類別セグメント情報 

当第３四半期連結会計期間（自平成 14 年４月１日 至平成 14 年 12 月 31 日） 

当グループは風力発電事業者として同一セグメントに属する風力発電機器の販売、風力発電による売電

事業を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。 

 

前連結会計年度（自平成 13 年４月１日 至平成 14 年３月 31 日） 

当グループは風力発電事業者として同一セグメントに属する風力発電機器の販売、風力発電による売電

事業を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。 

 

２．所在地別セグメント情報 

当第３四半期連結会計期間（自平成 14 年４月１日 至平成 14 年 12 月 31 日）        （単位：千円） 

 日 本 欧 州 計 消去又は全 社 連 結

売上高  

(1)外部顧客に対する売上高 1,025,431 41,463 1,066,894 － 1,066,894

(2)セグメント間の内部売上高又
は振替高 

－ － － － －

計 1,025,431 41,463 1,066,894 － 1,066,894

営業費用 1,240,212 42,537 1,282,750 － 1,282,750

営業損失 214,781 1,074 215,856 － 215,856

 （注）１．国又は地域は地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

欧州・・・イギリス、ドイツ 

 

前連結会計年度（自平成 13 年４月１日 至平成 14 年３月 31 日）               （単位：千円） 

 日 本 欧 州 計 消去又は全社 連 結

売上高 

（1）外部顧客に対する売上高 

（2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 

1,219,411

－

 

53,491

－

1,272,903

－

 

－ 

－ 

1,272,903

－

計 

営業費用 

1,219,411

1,237,005

53,491

42,415

1,272,903

1,279,420

－ 

－ 

1,272,903

1,279,420

営業利益又は営業損失（△） △17,593 11,076 △6,516 － △6,516

 （注）１．国又は地域は地理的近接度により区分しております。 
２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 
欧州･･･イギリス、ドイツ 
 

 



 

 

３．海外売上高 

当第３四半期連結会計期間（自平成14年４月１日 至平成14年12月31日）        （単位：千円）

 欧 州 計 

Ⅰ 海外売上高 176,000 176,000 

 Ⅱ 連結売上高 － 1,066,894 

 Ⅲ 連結売上高に占める海外売上
高の割合（％） 

16.4% 16.4% 

 （注）１．国又は地域は地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

欧州・・・・・イギリス、ドイツ、スウェーデン 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

前連結会計年度（自平成 13 年４月１日 至平成 14 年３月 31 日） 

海外売上高は、いずれも連結売上高の 10％未満であるため、記載を省略しております。 

 

(注)風力発電機の売買（所有権移転）場所は海外となりますが、販売先が本邦企業である場合は国内売上とし、

海外売上高に含めておりません。 

 



 

 

（１株当たり情報）    

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年４月１日 
  至 平成14年12月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成13年４月１日 
  至 平成14年３月31日) 

１株当たり純資産額 31,340円52銭 １株当たり純資産額 132,270円27銭 

１株当たり第３四半期純損失 12,864円09銭 １株当たり当期純損失 2,134円92銭 

 なお、潜在株式調整後1株当たり第３四半期純利益につ

いては、ストックオプション制度導入に伴う新株引受権

残高がありますが、当社株式は非上場であり、かつ店頭

登録もしていないため期中平均株価が把握できませんの

で記載しておりません。 

 

（追加情報） 

当連結会計期間から「1株当たり当期純利益に関する

会計基準」（企業会計基準委員会 平成14年9月25日 

企業会計基準第２号）及び「1株当たり当期純利益に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平

成14年9月25日 企業会計基準適用指針第４号）を適用

しております。なお、これによる影響は軽微でありま

す。 

 

１株当たり第３四半期純損失の算定上の基礎 

四半期連結損益計算書上の第３四半期純損失 

252,239千円 

普通株式に係る第３四半期純損失 

252,239千円 

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳 

該当事項はありません。 

普通株式の期中平均株式数 

19,608株 

 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後1株当たり

第３四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の

概要 

旧商法第280条ノ19第１項の規定に基づく特 

別決議による新株予約権 

潜在株式の数   276株 

新株予約権 

潜在株式の数  1,000株 

 

  

同 左 

 

 

 

 

－ 

 （注） 当第３四半期連結会計期間の１株当たり第３四半期純損失金額は、株式分割が期首に行われたものとして
算出しております。 



 

 
 

（重要な後発事象）  

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成14年４月１日 
  至 平成14年12月31日) 

前連結会計年度 
(自 平成13年４月１日 
  至 平成14年３月31日) 

１.  － 

 

 

 

 

 

２．子会社の設立 

平成14年７月29日開催の取締役会において、次のとお

り当社100％子会社を設立することを決議し、平成15年

１月27日に設立いたしました。 

１．株式の分割 

 平成 14 年６月 17 日開催の取締役会決議により、平

成14年７月11日をもって１株を３株に分割しており

ます。これにより株式数は、13,088 株増加し、発行

済株式総数は 19,632 株となっております。 

２．子会社の設立 

平成 14 年７月 29 日開催の取締役会において、次のと

おり当社 100％子会社を設立することを決議し、平成

14 年９月 25 日に設立いたしました。 

 

①渥美風力開発㈱ ①銚子風力開発㈱ 

(1)設立年月日 平成15年１月27日 (1)設立年月日 平成14年９月25日 

(2)資本金 10,000千円 (2)資本金 10,000千円 

(3)所在地 愛知県渥美郡渥美町 (3)所在地 千葉県銚子市 

(4)事業内容 風力発電所開発、風力発電による

売電事業 

(4)事業内容 風力発電所開発、風力発電による売

電事業 

(5)出資比率 100％ (5)出資比率 100％ 

    

 ②銚子小浜風力開発㈱ 

 (1)設立年月日 平成14年９月25日 

 (2)資本金 10,000千円 

 (3)所在地 千葉県銚子市 

 (4)事業内容 風力発電所開発、風力発電による売

電事業 

 (5)出資比率 100％ 

 
 



 

 
 

５.その他 
  

当四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表及び四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシ

ュ・フロー計算書は、東京証券取引所の「上場有価証券の発行者の会社情報の適時開示等に関する規則の取扱い」

の別添に定めれらている「四半期財務諸表に対する意見表明に係る基準」に基づく会計監査人の手続を実施して

います。 

 


